
・防災、災害時の対応について、ご利用
者様やご家族にも説明を行い、共に備
える機会を増やす。
・地域の防災計画と連携し、緊急時の対
応をスムーズに行えるよう準備する。

前回の改善計画

法人名

・初期支援時にご利用者様の生活歴や
趣味などの情報をもっと整理して伝えら
れると、より個別に合った支援ができるの
ではないか。
・短期、長期を明確にし、スタッフ全員が
共有することで支援の統一性が高まりそ
うである。

・利用開始時の情報共有を強化するた
め、事前の情報共有の場を設ける。
・ご利用者様の目標を可視化し、スタッフ
全員が意識できる仕組みを作る。

地域包括支援
ｾﾝﾀｰ

近隣事業所 事業所職員 その他

1人

前回の改善計画に対する取組み・結果 意見

初めてのためなし

事業所名

Ａ．

1人 4人

「運動と温泉と癒し」をコンセプトに、ご利用者様の健康と絵がを大切にする施
設です。「体力がついた」「お話相手ができた」「皆となら運動できる」と感じてい
ただけるよう、一人ひとりに寄り添った支援を心がけています。「通い・泊り・訪
問」のサービスを組み合わせることで、ご利用者様のニーズに柔軟に対応して
います。(　湯河原町)

露木　昭彰

石川　靖洋ふらっと湯河原

利用者家族

管理者

法人・
事業所
の特徴

代表者
有限会社
足柄リハビリテーションサービス

事業所自己評価の確認

事業所のしつらえ・環境

事業所と地域のかかわり

令和6年度　小規模多機能型居宅介護「サービス評価」　総括表

今回の改善計画

出席者数

項　　目

合計

2人

市町村職員 知見を有するもの
地域住民・
地域団体

利用者

・地域の行事や活動への参加方針を決
め、具体的な取り組みを進める。
・スタッフが地域の活動に参加する機会
を作り、地域とのつながりを深める。

・地域の支援制度を把握し、訪問支援の
際に活用できるよう情報を教諭する。
・ご利用者様のこれまでの生活について
詳しく記録し、支援に役立てる。

初めてのためなし

Ｃ．

事業所の防災・災害対策Ｆ．

地域に出向いて本人の暮
らしを支える取組み

Ｄ．

運営推進会議を活かした
取組み

Ｅ．

・清潔で落ち着いた環境が整っており、
ご利用者様が安心して過ごせる施設に
なっている。
・設備の点検や安全管理を定期的に見
直し、長く安心して利用できる環境を維
持することが重要である。

・ご利用者様やご家族の意見を取り入
れ、より快適な空間づくりを進める
・定期的な設備点検を実施し、安全な施
設運営を維持する

・ご利用者様や家族、地域の方々の意
見を事業所の運営改善につなげる場に
なっているが、会議の内容をもっとスタッ
フ全員に伝え、生かせるようにすると良
いでのはないか。

・会議の内容をスタッフに共有し、改善
策を実践する機会を増やす。

Ｂ．

・災害時の対応マニュアルは整備され、
防災くんれんも実施されているが、ご利
用者様やご家族にも情報共有し、理解
を深める機会を増やすと良いのではない
か。
・地域の防災計画と連携し、緊急時の対
応をスムーズに行えるよう準備する。

初めてのためなし 初めてのためなし

初めてのためなし 初めてのためなし

・地域の活動に対して、事業所としての
関わり方をもっと明確にすると地域との
つながりが出来るのではないか。

・訪問支援は柔軟に提供できているが、
地域の支援資源をもっと活用すると、より
多様な支援が出来るのではないか。
・ご利用者様の生活歴や地域での関わり
をより詳しく知ることで、訪問支援の質が
向上するのではないか。

初めてのためなし

初めてのためなし

初めてのためなし 初めてのためなし

初めてのためなし 初めてのためなし


